
本誌統括責任者・柏木が注目する、
2026年度の教育動向図１

❶次期学習指導要領の方向性が明らかに。各教科等
のワーキング・グループでの議論を経て、夏頃に審
議まとめ、年度内に答申が取りまとめられる見通し。
❷生成ＡＩの進化は、科目構成の変更など、次期学

習指導要領の議論にも大きな影響を及ぼす。学校
現場ではその有効な活用の模索が続く。
❸高等学校等就学支援金の所得制限の撤廃と上限

額の引き上げにより、私立の授業料も無償化。一方
で、公立高校入試におけるデジタル併願制導入の
検討が進む可能性も。

❹高校教育改革に関する基本方針「N-E.X.T. ハイス
クール構想」を受け、基金や交付金による支援の下、
各都道府県が公立高校を中心とした改革を推進。 
❺拡大が続く年内入試。学力試験型の年内入試の実
施が条件つきで認められるも、実施ルールを再び
見直しへ。

職場の対話状況に対する認識のギャップ図２

メンバーが本音や自分の意見を話せていると思う

職場の対話文化認知

一般社員・従業員（4,183） 2.93

係長相当（632） 3.07

課長相当（618） 3.14

部長相当（308） 3.22

事業部長相当（60） 3.53

役員相当（111） 3.25

注）数値は平均値・pt・５点満点。（　）内はサンプル数。
その他管理職は除く。

職場内のコミュニケーションの本音度が組織に与える影響図３

※図２・３：パーソル総合研究所「職場での対話に関する定量調査」を基に編集部で作成。

社内
コミュニケーション
の本音度

メンバーのそれぞれが、
何に詳しく、何に関心が
高いかを知っている

メンバーの知識・
関心についての知識
トランザクティブ・メモリー

アンラーニング
学習棄却

それまでの知識を捨て、
仕事のやり方・手続き・
考え方などを変えること

変化抑制意識

組織の中で変化を起こす
ことは大変であり、

今のままでよいとする意識

0.303 0.267

Ｒ２乗 0.114
Ｒ２乗
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Ｒ２乗 0.080Ｒ２乗 0.047

-0.114 -0.122

注）重回帰分析ですべて１％水準
で有意。統制変数は、性別・職位・
業界・職種・残業時間・企業規模・
未既婚。n ＝ 5,181。
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本特集を
振り返って

なぜ、あの学校は人が動くのか？─変化の激しい時代のリーダーのあり方特集
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